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どんな建物が省エネ適合性判定の申請対象か？

当社へ申請

所管行政庁へ届出

（登録省エネ判定機関）

新築について

非住宅部分の面積が2000㎡以上の建築物は非住宅部分の面積が2000㎡以上の建築物は、
適合義務・適合性判定の対象 →当社へ申請

上記以外の全体300㎡以上の建物は、上記以外の全体300㎡以上の建物は、
届出対象 →所管行政庁へ届出
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省エネ適合性判定の申請フロー（建築確認～完了検査）

朱枠内が当社の業務となります

確認サービス 確認サービス

省

朱枠内が当社の業務となります

申 請 者 受注

（指定確認検査機関） （登録省エネ判定機関）
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※注：省エネ適合判定通知書がないと確認済証交付されません！！
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省エネ適判副本提出
省エネの内容も検査
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省エネ適合性判定には

どのような添付図書が必要か？

設備の仕様関係
※プログラム入力内容の根拠
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審 査
省エネ適合性判定では

どのような設計・審査を行うか？
確認サービス

指定されたプログラムに建物の仕様

設 計

確認サービス
（登録省エネ判定機関）

指定されたプログラムに建物の仕様
（面積・高さ・天井高・設備仕様等）を入力

・面積等数値の確認
・外皮の範囲等確認 等

ウェブブラウザ上の計算プログラム
計算方法は３種類あります（以下HP参照）計算方法は３種類あります（以下HP参照）

http://www.kenken.go.jp/becc/

モデル法
最も簡易な計算方法

（大規模や複雑な建物は不向き）

主要室入力法
複雑な計算方法

（大規模や複雑な建物向き）

標準入力法
かなり複雑な計算方法

（大規模や複雑な建物向き）

設備仕様・
入力数値の確認 等（大規模や複雑な建物は不向き） （大規模や複雑な建物向き） （大規模や複雑な建物向き）

複雑簡易 難易度

入力数値の確認 等

適合証の交付
設計値≦基準値であれば適合 適合証の交付
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平成29年４月をまたぐ申請はどうなるか？

結局、現行省エネの届出は4月前に提出が必要です、注意下さい。

・平成29年４月1日の時点で「現行省エネ法の届出済」、

又は「建築確認を受付済」の物件は省エネ適判対象外です。
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変更の種類４パターン

①性能が向上する変更
→ 軽微変更届

②性能低下だが一定範囲内
→ 軽微変更届

③性能低下だが再計算で明らかに適合

→ 軽微な変更該当証明書交付

④性能低下で詳細検討要・大幅な変更で再申請

→ 再度 適合判定交付→ 再度 適合判定交付

③ ④は省 ネ適合判定側 手続きが必 す ② も機関 求※③・④は省エネ適合判定側の手続きが必要です。②でも機関で要求
される場合あります注意！
※省エネ適判計画変更でも建築確認は軽微変更の場合もあります。
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更に詳しい内容を知りたい方へ

講習会のご案内講習会のご案内
国による講習会が開催されていますので宜しければ御参加下さい。国土交通省のホームページ

に「建築物省エネ法の詳細説明会」の開催案内がＵＰされています、内容は、建築物省エネ法に
係る建築確認及び完了検査の内容に重点を置いたものです。
詳しくは→コチラ詳しくは→コチラ

KSゼミナ ル（当社主催法令講習）KSゼミナール（当社主催法令講習）
当社に於いてもKSゼミナール等の講習会を開催しています。

※開催日は当社ホームページにてご案内しております。
※審査手数料等も確定し次第ホームページにアップ致します。

お問い合わせ
上記の問合せ等は以下のメールアドレスに送付ください上記の問合せ等は以下のメールアドレスに送付ください。
内容を確認の後に御返答させて頂きます。
Email：ene-teki@kakunin-s.com
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